
中
国
運
動
員
教
育
基
金
企
業

家
熊
本
天
草
訪
問
団
の
歓
迎
交

流
会
が
１
月
28
日
、
熊
本
ホ
テ

ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

同
月
27
日
の
天
草
マ
ラ
ソ
ン

に
参
加
す
る
た
め
に
来
熊
し
た

訪
問
団
は
、
中
国
ス
ポ
ー
ツ
選

手
教
育
基
金
や
教
育
関
連
企
業
、

上
海
や
北
京
の
企
業
の
ト
ッ
プ

や
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
ら
24
名
。

こ
の
よ
う
な
方
々
に
熊
本
の
良

さ
を
強
く
印
象
付
け
、
今
後
の

ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
活

動
な
ど
に
繋
げ
た
い
と
、
同
訪

問
団
の
歓
迎
交
流
実
行
委
員
会

（
田
尻
善
裕
実
行
委
員
長
）
を

設
立
、
熊
本
県
日
中
協
会
も
共

催
と
な
り
、
総
勢
80
名
が
参
加

し
て
友
好
を
深
め
ま
し
た
。

交
流
会
に
は
、
熊
本
県
の
広

報
部
長
の
く
ま
モ
ン
が
サ
プ
ラ

イ
ズ
で
登
場
。
田
尻
善
裕
実
行

委
員
長
の
歓
迎
の
挨
拶
に
続
い

て
、
来
賓
の
小
野
泰
輔
副
知
事

と
植
松
浩
二
熊
本
市
副
市
長
が

祝
辞
を
述
べ
、
中
国
運
動
員
教

育
基
金
の
関
心
怡
秘
書
長
が
訪

問
を
代
表
し
て
挨
拶
、
林
康
治

熊
本
華
僑
華
人
総
会
名
誉
会
長

の
音
頭
で
乾
杯
し
ま
し
た
。

訪
問
団
の
方
々
は
、
前
日
の

マ
ラ
ソ
ン
参
加
の
疲
れ
な
ど
み

じ
ん
も
感
じ
さ
せ
ず
元
気
い
っ

ぱ
い
。
く
ま
モ
ン
や
参
加
者
た

ち
と
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
、

何
度
も
乾
杯
を
し
た
り
と
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
小
野
友
道
県

日
中
協
会
会
長
の
三
本
締
め
で

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

平成３１年４月１日
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交流会には約８０人が参加。遠路来熊した
訪問団を大歓迎しました

金栗四三直筆の書を手に、
日中友好の道も一歩ずつ
進めましょうと挨拶する
田尻善裕実行委員長

華やかに交流会を彩る花童の皆さん

ご
挨
拶
を
す
る
関
心
怡
・
訪
問

団
長(

右)

と
張
俊
海
・
遠
海
国

際
旅
游
集
団
海
外
事
業
部
長

→
ス
タ
ー
ト
前
に
気
合
を
入

れ
て
ポ
ー
ス

↑
元
気
に
ゴ
ー
ル
す
る
訪
問

団
員
ら



第
37
回
熊
本
春
節
祝
賀
会
が

２
月
13
日
（
水
）
午
後
６
時
半

か
ら
、
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

在
熊
の
中
国
人
留
学
生
百
名

に
加
え
て
、
日
本
人
を
中
心
に

大
学
生
も
20
名
招
待
、
総
勢
二

百
三
十
余
名
で
盛
大
に
中
国
の

最
大
の
慶
事
で
あ
る
春
節
（
旧

正
月
）
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
く
ま
モ
ン

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
後
、
小
杉

直
副
会
長
が
開
会
の
辞
を
述
べ
、

小
野
友
道
会
長
が
主
催
者
挨
拶
。

来
賓
の
何
振
良
中
華
人
民
共
和

国
駐
福
岡
総
領
事
、
大
西
一
史

熊
本
市
長
、
中
川
誠
熊
本
県
商

工
観
光
労
働
部
総
括
審
議
員
の

祝
辞
に
続
い
て
高
島
和
希
熊
本

大
学
副
学
長
の
乾
杯
の
音
頭
で

祝
宴
に
入
り
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
杖
道
・

鎖
鎌
術
の
桑
原
三
四
郎
師
範
に

よ
る
特
別
演
武
、
ま
た
、
「
日

中
親
善
歌
と
踊
り
の
祭
典
」
と

題
し
て
、
元
留
学
生
の
叢
丹
さ

ん
の
中
国
の
唄
、
司
会
も
務
め

た
西
村
直
子
さ
ん
の
日
本
の
唄

と
木
場
ゆ
み
さ
ん
の
踊
り
、
ク

リ
ス
ピ
ー
の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ

ン
ス
と
盛
り
だ
く
さ
ん
。
ダ
ン

ス
で
は
、
留
学
生
に
も
挑
戦
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
年
も
熊
本
製
粉
株
式
会
社

と
熊
本
大
同
青
果
に
材
料
を
ご

提
供
い
た
だ
き
、
二
千
五
百
個

の
手
作
り
餃
子
を
準
備
。
参
加

者
は
餃
子
や
宴
会
料
理
を
楽
し

ん
だ
り
、
茶
道
体
験
コ
ー
ナ
ー

で
抹
茶
を
い
た
だ
い
た
り
し
な

が
ら
お
し
ゃ
べ
り
に
も
花
が
咲

き
、
賑
や
か
に
交
流
し
ま
し
た
。

恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
で

盛
り
上
が
り
は
最
高
潮
。
あ
っ

と
い
う
間
に
２
時
間
以
上
が
経

過
し
、
留
学
生
を
代
表
し
て
熊

本
学
園
大
学
の
王
賽
さ
ん
が
謝

辞
を
述
べ
、
鬼
海
洋
一
理
事
の

締
め
の
言
葉
で
閉
会
に
。
参
加

者
た
ち
は
、
し
ば
ら
く
名
残
惜

し
そ
う
に
会
場
に
残
っ
て
話
の

輪
が
続
き
、
中
に
は
お
土
産
の

袋
の
中
身
を
見
せ
合
い
な
が
ら
、

大
喜
び
す
る
人
も
。
い
つ
ま
で

も
楽
し
い
余
韻
が
漂
っ
て
い
ま

し
た
。

平成３１年４月１日
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中国人留学生や日本人学生、来賓や関係者
ら約２３０人が参加した祝賀会場

何振良中華人民共
和国駐福岡総領事

大 西 一 史
熊本市長

乾杯の音頭をとる
高島和希熊本大学
副学長

留
学
生
を
待
つ
入
口
と

壁
を
彩
っ
た
提
灯

中川誠熊本県
総括審議員

餃
子
や
料
理
を
い
た
だ
き
な

が
ら
会
話
も
弾
み
ま
し
た

主
催
者
挨
拶
を
す
る

小
野
友
道
会
長

開
会
の
辞
を
述
べ
る

小
杉
直
副
会
長

留学生も杯を手に「乾杯」



林
康
治
、
崇
城
大
学
、
熊
本
華

僑
華
人
総
会
、
熊
本
県
創
価
学

会
、
医
療
法
人
社
団
寿
量
会
、

日
中
友
好
熊
本
県
議
会
議
員
連

盟
、
社
会
医
療
法
人
稲
穂
会
、

お
菓
子
の
香
梅
、
柏
木
明
、
河

野
文
夫
、
弁
護
士
法
人
北
里
綜

合
法
律
事
務
所
、
九
州
ル
ー
テ

ル
学
院
大
学
、
税
理
士
法
人
近

代
経
営
、
熊
本
朝
日
放
送
株
式

会
社
、
熊
本
学
園
大
学
、
熊
本

県
私
立
中
学
高
等
学
校
協
会
、

株
式
会
社
熊
本
放
送
、
熊
本
旅

行
株
式
会
社
、
國
米
聰
太
郎
、

小
山
和
作
、
株
式
会
社
シ
ア
ー

ズ
ホ
ー
ム
、
社
会
福
祉
法
人
慈

永
会
、
株
式
会
社
秀
拓
、
学
校

法
人
尚
絅
学
園
、
株
式
会
社
杉

養
蜂
園
、
大
腸
肛
門
病
セ
ン
タ
ー

高
野
病
院
、
張
晶
、
西
田
尚
史
、

野
田
毅
、
松
崎
幸
子
、
王
斗
艶
、

熊
本
医
療
ガ
ス
株
式
会
社
、
有

限
会
社
七
城
観
光
バ
ス
、
東
海

大
学
九
州
キ
ャ
ン
パ
ス
、
濱
田

大
造
、
山
本
伸
裕
、
中
嶋
憲
正
、

松
本
崇
希

大
代
純
市
、
中
垣
秀
夫
、
徐
秋

美
、
林
祥
増
、
糸
永
佳
代
、
株

式
会
社
鶴
屋
百
貨
店
、
松
永
豊

美
、
株
式
会
社
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ

ス
ル
、
岩
下
栄
一
、
荒
尾
市
、

株
式
会
社
秀
拓
、
小
早
川
稔
子
、

熊
本
大
学
、
小
杉
直
、
野
田
た

け
し
事
務
所
、
熊
本
市
国
際
課
、

田
尻
善
裕
、
熊
本
工
業
専
門
学

校
、
株
式
会
社
エ
ム
・
デ
ィ
・

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
崇
城
大

学
、
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
、
佐
藤

征
紀
、
重
光
産
業
株
式
会
社
、

株
式
会
社
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

暖
、
熊
本
県
中
国
残
留
孤
児
等

対
策
協
議
会
、
医
療
法
人
社
団

寿
量
会
、
三
浦
一
水
、
小
串
照

彦
、
國
米
聰
太
郎
、
全
日
本
空

輸
株
式
会
社

熊
本
製
粉
株
式
会
社
、
熊
本
大

同
青
果
株
式
会
社

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

平成３１年４月１日
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気迫あふれる杖道・鎖鎌
術の特別演武

中
国
で
京
劇
芸
術
学
校
を
卒
業
し
た
元
留

学
生
の
叢
丹
さ
ん
が
、
本
格
的
な
素
晴
ら

し
い
歌
声
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た

司
会
の
西
村
直
子
さ
ん
の
歌

に
合
わ
せ
て
踊
っ
て
く
だ
さ
っ

た
木
場
ゆ
み
さ
ん

留学生へのダンスレッスンもありました

数
多
く
の
ス
ト
リ
ー
ト
ダ

ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞

を
果
た
し
て
い
る
「
ク
リ

ス
ピ
ー
」
の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
ダ
ン
ス

こ
こ
だ
け
別
世
界
の
茶
道

体
験
コ
ー
ナ
ー

お茶を楽しむ参加者たち

杖
道
・
鎖
鎌
術
の
桑
原
三
四
郎

師
範
（
左
）
、
林
康
治
常
任
理

事
（
右
）
と
林
さ
ん
の
お
孫
さ

ん
で
上
海
で
俳
優
と
し
て
活
躍

す
る
丸
本
紀
夫
さ
ん
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「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
三

月
に
行
っ
た
工
芸
ツ
ア
ー
で
、

ベ
ト
ナ
ム
へ
の
印
象
は
、
今
ま

で
耳
目
で
触
れ
て
い
た
も
の
と

全
く
違
っ
て
い
ま
し
た
。

街
中
の
道
路
を
占
領
す
る
バ

イ
ク
の
大
群
は
テ
レ
ビ
等
で
見

る
の
と
同
じ
。
し
か
し
、
古
い

建
物
を
壊
し
て
の
市
街
地
開
発

や
、
中
国
を
思
わ
せ
る
立
体
交

差
が
あ
ち
こ
ち
で
進
み
、
ド
イ

モ
イ
政
策
の
槌
音
が
鳴
り
響
い

て
る
か
の
よ
う
。

ベ
ト
ナ
ム
は
大
国
に
翻
弄
さ

れ
た
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

植
民
地
化
や
戦
争
が
、
ベ
ト
ナ

ム
人
を
苦
し
め
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
で
、
国
内
に
四
百
を
超
え

る
伝
統
職
業
が
村
を
形
成
、
竹

や
シ
ル
ク
、
陶
器
と
い
っ
た
工

芸
品
が
戦
渦
を
逃
れ
て
技
術
を

継
承
、
海
外
に
も
輸
出
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。
ほ
と
ん
ど
が
ハ

ノ
イ
の
郊
外
に
集
中
、
作
品
の

多
く
は
中
国
の
影
響
を
色
濃
く

し
た
繊
細
な
も
の
ば
か
り
で
す
。

中
国
を
宗
主
国
と
し
て
、
そ
の

支
配
下
に
永
年
あ
っ
た
こ
と
か

ら
思
え
ば
当
然
で
す
が
、
活
躍

し
た
女
性
だ
け
の
博
物
館
が
あ

る
よ
う
に
、
ベ
ト
ナ
ム
を
今
日

ま
で
支
え
た
の
は
女
性
の
限
り

な
き
た
く
ま
し
さ
と
言
え
そ
う

で
す
。

（
機
関
紙
編
集
委
員
会

・
小
串

照
彦)

編
集
後
記

１
等
１
名
、
２
等
２
名
、
３

等
５
名
の
方
に
豪
華
な
賞
品

が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会

久しぶりに会った留学生とパチリ

１
等
賞
が
当
選
し
て
、
嬉

し
そ
う
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
答
え
る
熊
本
大
学
留
学

生
の
王
徳
陽
さ
ん

留
学
生
の
中
に
は
青
い

目
の
女
学
生
も

留
学
生
を
代
表
し
て
謝
辞

を
述
べ
る
熊
本
学
園
大
学

の
王
賽
さ
ん

手
作
り
餃
子
は
仕
込
み
か
ら

二
日
が
か
り
で
準
備
し
ま
す

熊
本
大
学
国
際
交
流
サ
ー
ク

ル
や
中
国
学
友
会
の
皆
さ
ん

に
、
会
場
の
飾
り
つ
け
や
お

土
産
の
袋
づ
め
作
業
を
手
伝
っ

て
も
ら
い
ま
し
た

茶道コーナーを手伝ってくれた
中央高校の生徒さんを紹介する
西田田鶴子先生（右）

今
年
の
春
聯
の
漢
詩
は
、
熊

本
大
学
留
学
生
の
王
慧
雯

さ
ん
作

隷
書
体
で
春
聯
の
文
字
を
書
い

て
く
れ
た
必
由
館
高
校
書
道
コ
ー

ス
（
当
時
）
の
井
上
雅
喜
さ
ん

（
右
）
と
吉
元
綾
一
さ
ん


